
 

令和５年度 第２回 帯広市地域包括支援センター運営協議会議事概要 
 
日  時  令和５年８月 29 日（火）19︓00〜19︓37 
場  所  帯広市役所 10 階第５A 会議室 
出席者  佐藤委員、杉野委員、鈴⽊委員、但⽊委員、鳴海委員、野尻委員、⻑⾕川委員（五十音順） 

  事務局 
（地域福祉課）永⽥課⻑、藤本課⻑補佐、⻄端係⻑、北野主査、佐々⽊主任、山本係員 
（介護高齢福祉課）佐藤課⻑、野原主幹、高橋課⻑補佐 

 

１．開  会 （19︓00〜） 

会議の成⽴について、委員８名中７名の出席があり、「帯広市地域包括支援センター運営協議会設置要
綱」第６条第２項により成⽴していることを事務局より報告。 
 

２．議  題 

（１）帯広市地域包括支援センター運営協議会所掌分 （19︓05〜） 

報告事項１ 指定介護予防支援事業所等の一部を委託する居宅介護支援事業所の選定 

資料に基づき、前回報告時からの変更部分について、事務局より説明した。 
 

報告事項２ 地域包括支援センター職員体制 

資料に基づき、前回報告時からの変更部分について、事務局より説明した。 
 

報告事項３ 地域包括支援センタ―実績報告 

資料に基づき、令和５年度 4 月から 7 月までの実績について、事務局より説明した。 
• 昨年の同時期と比較し、総合相談の件数は 250 件ほど増加している 
• 本⼈、家族や近隣住⺠等からの相談が増え、医療機関やケアマネ等の関係機関からの相談が減少または

横ばいで推移している 
• 相談内容としては介護保険制度全般、介護予防に関する相談の件数が増加している 
• 対応困難事例の相談対応内容では、特に「経済的困難」及び「不当な多重債務で権利擁護必要」の件

数が大幅に減少している 
• 普及啓発事業、地域包括支援センタ―（以下、「センター」という）独自企画などの件数も増加している 
• 認知症サポーター養成講座については、依頼は例年並みであり、1 回当たりの参加者数が増加傾向である 

 



 

報告事項４ 令和 4 年度帯広市地域ケア会議実績報告 

資料に基づき、令和 4 年度の実績について、事務局より説明した。 
• 前年度と比べ、個別ケア会議の開催が増え、ケアマネジメント支援会議の開催が減っている。個別の支援

検討等が必要な事例に多く対応するため、個別ケア会議開催に比重がおかれたものと考えている 
• 退院時の調整や定期受診の支援等医療的な配慮が必要な事例、複数の市関係課にまたがる事例があっ

たことより、医療機関等の医療職及び帯広市の参加⼈数が増えている 
• 事例の属性は、男性の割合が増加、独居が約半数、事例の半数以上は認知症高齢者に該当している 
• 介護者の課題として、令和 4 年度報告より「介護負担」の項目を追加している（全事例中 16.7%） 
• 残された課題としては、比較的若い年齢の⼈への支援内容が制限されること、ひきこもり等が関連する

8050 の「50」に対する支援者不在、などが挙げられている 
 
（質疑・応答） 

委   員︓報告事項３、資料５ページの（３）対応困難事例の相談対応内容について、「経済的困難」
及び「不当な多重債務で権利擁護必要」の件数が大幅に減少している理由として、特別な対策
の効果なのか、減少している背景などで把握しているものはあるか。また、同様の相談について、
市⺠より市へ相談が入るなどの現状はあるか 

事 務 局︓現状で特別な対策を講じてきたとは把握していないが、令和 4 年度センターの自己評価を⾏って
いる最中であり、取り組みの記載内容やヒアリング等で、状況を確認していきたい。市への相談と
しては、個別の対応として介護高齢福祉課や生活支援課等へ相談が入っていることはある。また、
成年後⾒市⻑申し⽴ての対応では多重債務の相談もあるので、数は減ってはいないと思われる 

委   員︓直接報告事項とは関係ないが、近隣で心配な様子の高齢者を⾒かけたことがある経過より、暑
熱下での高齢者の暮らしについての相談や対応事例はあるか 

事 務 局︓近隣の方より「高齢者の気配を感じない」などセンターに連絡が入り、安否確認した結果倒れてい
るのを⾒つけて緊急搬送した事例がある。様々なルートから情報が入り対応する事例は複数ある 

委   員︓倒れているのを⾒かけた、家の中には入れない、などの時、まずは警察に連絡か。市やセンターか 
事 務 局︓初動は警察になるかと思う。市に連絡をいただいても大丈夫 
委   員︓状況によるが、消防でもよい。ポストからのぞくと倒れていたが息はありそうな時は消防、窓から倒れ

ているのが⾒えて血を流していると警察、など、実際に対応したことはある。今夏の暑さで、熱中症
で倒れ入院し、退院後事業所登録につながったケースもあり、例年にない状況かと思う 

 

（２）地域密着型サービス運営委員会所掌分 （19︓25〜） ※別途議事録作成 

 

（３）その他 （19︓35） 

事務局より、次回の開催日程は令和 6 年２月下旬を予定していることを連絡。 
 

３．閉会 （19︓37） 


